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l日立El'Rプレヤーモデル機完成

日立弓削乍中一‾ニこま,托牢11月イギリスのEVRパートナーシップ‾;:玉二

との間にEVR十しヤーしつ恥宣と,全世界への販売についての三郎転

惟契約を結び,でデ子七発売■をメドに日立製作所東海工場で如意弓削訂一化

を進めてきた

†‾1立製作軒コIEVRハートナーシップ祉との契約を光夫Lて山九

ビデオ産業こついてして)論議の焦点がソフトからハート‾に移一ノー7た二感カこ

あるが,譲っカ咽でEヽrRプンヤーの現物を実際に見る機去を打たれ

た人は非常こ少二三こい土いうのが現状であった｡

日立箋削′巨所∴三EVRシステムの俊秀性に着日L,｢】木で主点初こ製

造販必こ乗i二けHしたゴi二業として,一日も早くEVRプレヤーの実物

を発表するたゎ,∴つたび一部輸入部品を使用し 改良を加えてモ

デル機を完媒し,一卜う一国一さ初めて一般公開できる運びとなっじ‥

口立製作所とLてこエ"日立独自”の優秀なプレヤーを可臼那)日た:-そ

土､′‡ゴりこ今秋発売できるよう努力しており,とりあえずEVRプレヤ

ーの実物を公開した｡

(iンi三)

EVlそ(_Electronic Video Recording)とほLPレコードの発明

満として有名なCBS材F究所のゴールドマーク博士が,1967年開

発した電子式銀画および再生方式である｡

あらかじょら特殊フイルムに電子ビームで録画されたカラー映像

しロブJ某でも可能)のカセットフイルムをプレヤーにかけて,テレビの

丁ンテナ端子から入力し,テレビ映像として再生する装置である｡

ニのシステムの特徴としてほ,(1)装置そのものが安定してい

る二(2ノ 操作性,サービス性がすぐれている｡(3)画面が非常に

鮮叶1ニある′-(′4)カセットの互換性が完全｡(5)カセットの寿命

二う㌧きわム7)て長い二,(6)リプリントのスピードが高い｡などはかのビ
デオ 二比/ヾて非†机･こすぐれた性能を持っている｡

[_式Il 口立EVRプレヤーモチノン機

■初の国産LSI卓上電子計算機

山エルカ42,エルカ44”2機種発売

日立製作所では わが国初のオール国産LSI卓上電丁計算機エル

カ42,ユルカ44の2校種を4月から発売した｡

従来わか国で発表されたLSI卓電と呼ばれるものは,すべて輸入

LSIを使っで､､たが,今回日立製作所が発売するェルカ42,ユ′しカ

44は全部国産技術で開発したLSIを組み込んだ"純国産オールLSI

卓電”としてほ初めてのものである｡

オールLSI化により,オートシフト擁構,ナチエラノいデシて.ノし･

システムなど従来のユルカシリーズの特徴をそのままにして,容枯,

重量とも従来機の約1ノノ2に小形軽量化され,また価格も大幅に値下

げした｡

ェルカ42ほ12けた,1メモリ,エルカ44は14(ナた,1メモリ

の1i-_l二務川蝶準機で,いずれも昨年,二Ⅰ立製作所が世界にさきがけて開

発したROM方式MOS-LSIで枯成されている｡

(ROMとほ,ReadOnlyMemoryの略,読み取り専門の記憶素子)

従来機では,5杖のプリント基板に電子部品を配置していたが,

本機ではたった1枚のプリント基板にまとめ,さらに新l娼発の小形

表示管を採用することiこよって,小形化に成功するととも己･こ,一段

と信板性の向上が図られた｡

ユルカ42,ユルカ44の特徴ほ次のとおりであある｡

(1)独白のプログラムダイアルによって,シグマ計算,定数乗除

■矩二日よぴその組合せが自由に選べ,ワンタッチの操作で複雑な計算

を処理できる｡(2)シグマ計算では,特殊なキー操作をすることな

く伝票集計などが簡単にできる｡(3)計算結果の頭を切らない独特

のオートシフト機構の壬宋用で,12けた,14けたの機能がフルに使

える｡(4)小数と小数を掛けて整数の答を算出できるナチュラル･
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デシマル･システム012けた,14けたでは使いやすい小数ノ∴坊式｡ (価 格)

しかも切り捨て,切り上げ･四捨五入口在･=′(5)連-か連除･i只今
エ′レカ42125,000円,エルカ舶145伽0円

計算も数式どおりのキー操作でできる｡

図2 日立卓上電子計算機"ェ′ンう42” 図3 日立卓上電子計算枚"ェルカ44''

■電源開発株式会社沼原発電所納

世界最高の落差,揚程を有する

ポンプ水車を受注,設計中

このたび日立製作軌も世界最高の落差,揚程を有する副那勺な

フランシス形ポンプ水車3台を電源開発株式会社より受注し,現在

設計中である.｡

本ポンプ水車は落差500m,揚程528mで世界に頸のない高落差,

高揚程であり,かつ容量においても230,000kWと最近運転を開始

した関西電力株式会社喜撰山発電所の240,000kWに次ぐ大容量ポ

ンプ水車である｡このため設置計画にあたってほ,電源開発株式会

社と約1年間にわたり共同研ノ先を行ない,モデルによる実揚程試験

のはか各種の試験研究の結災,各位開放煮の究明に成功し,新技術

の開発により設計聾竺作が可能になったものである｡

設計製作上の留意点ほ次のとおりである｡

(1)超高落差ポンプ水車の特性開発(2)発電運転時と揚水運

転時の各種振動の予想と対処(3)負荷または入力しゃ断後の過渡

現象の解明(4)主要弧抗の強圧などである｡

またおもな仕様は次のとおりである｡

(水車運転時)

最高有効落差:500m,基準市効落差:478m,損低有効落差:422

m,最大出力‥230,000kW,最大流量:57.5m3/s,回転適性=

375rpm｡

■アメリカロスアンゼルス市水利電力局納

大容量ポンプ水車用高圧ケーシング 完成

ロスアンゼルス市水利電力局キャスタイク発電所納261,000kW

(320,000HP)フランシス形ポンプ水車を6台受注し鋭意製作巾で

あるが,このほど1号横ケーシングが工場完成しその水圧試験が完

了した｡従来の大容量フランシス形ポンプ水車ケーシングの試験水

圧は,大略水圧50～30kg/cm2であったが本ケーシングは落差,328

mという記録的高落差概であるため試験水圧は,71.4kg/cm2であ

る｡またケーシングの接続は,顧客指定により現地据付作業を容易

にするためボルト･フランジ接続である｡水圧試験に際しては設計

条件をじゅうぶん検討し,ケーシング各部の応力をあらかじめ電子

90
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図4 600m実揚程模型試験状況

(ポンプ運転時)

応高全揚程‥528m,最低全揚程:458m,最大ポンプ入力

250,000kW,損大揚水量:50m3/s,回転速度:375rpm｡

計算機によって解析し,また,製作上の問題などをあらかじめ調査

検討して製作を進めたので顧客側検査官立会のもとに,指定の

1,015PSi(71.4kg/cm2)24時間保持の試験水圧にて満足な成績を収

めることができた｡なお,ほかの主要部品も引き続き製作中である｡

おもな仕様は次のとおりである｡

(水

最大出力:

(ボ ン

最大軸入力

m3/s,台数:

申)

261,000kW,最大落差:327.7m,鼓大水量:9m3/s

プ)

:263,000kW,最高揚程:381m,最大揚水量:91

6台,ケーシング胴板:60kg/cm2,高張力鋼60～

25.4m/m,合せ目フランジ,スピードリング,ステーベーソ:SM-

41230～85mm,ケーシング入口径:2,641.6m血,分割数:4
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図5 261,000kⅥrバミソプ水中用ケーシング

t NⅡE納

新形マイクロ波通り中継装置完成

日立製作所でi･ま,新開発の電子冷却式ガン発振器を拭絹した新形

マイクロ披通り中継装置をNIiKと共同で完成,5月1日から本格

放送を開始したNHKの和歌山県域放送の中継線用に納入した〕

ガソ発振器というのは真空管の代わりにガンダイオード素子を牡

用した発振器｢さ,いままでの冷却力式i･ま乍冷であったれ 本装置で

はわが国で初めて電子冷却力式をとった｡これにより信号と雑音の

比(S/N比)の能率向上がl雲lられた｡

日立製デー三所では,昭和42年に業界のトップを切ってソリッドス

テート化マイクロ波通り中継装置を開発,NIiK,民放系12地区へ

27台を納入した｡

今回の新形マイクロ波通り中継装置はこれらの経験と実績をもと

に開発したガン発振器を採用するとともに幾多の改1こ主を加えて完成

したものである二.

この装置ほ和歌山県田辺市の東北にある焼山由子iサテライト局か

らの放送波(UHF44チャソネル)を大雲取‥個娃局(､泊り中継局､)

で受信し7GHz(ギガヘルツ=1ギガヘルツは1,000万サイク′し_)

マイクロ波(出力1ワット)に変換して,新宮局,本官局,串本局

の3サテライト局へ分岐中継するものである｡

本装置のおもな特徴ほ次のとおりである､つ

(1)ガン発振岩旨の使用によi)信号と純音比(S/N比)の能率を

向上するとともに回路が簡略化され信郎度が向上した｡(2ノ)進行波

管の出力を安延化し混変調を除いた｡(3)進行波管電源をユニット

化したため取扱いが容易でセット全体が小形化した｡

なお日立製作所でほ木方式により35GHz,

ロ披軒セットも聾廷作している｡

福子冷却ノモガソ発振2;壬 受信機

13GHz放送j‾1]マイク

送イご拉

図6 日立新形マイクロ波通り中継柴田

■46年形日立新形扇風機

さわ風シリーズなど10横種を発売

日立製作所でほ,46年形新形扇風機10機位16銘柄を4月から

全国いっせいに発売した｡

最近の扇風機は最新のエレクトロニクス技術をとり入れ,ただ単

に｢風を送る+という働きから,紺眠[いっけたままでも安心なやわ

らかい風や,｢僚機の風+から自然界のもつ凧の特性をそのままに再

現できる自然の個性ある風を作ることへと移ってきた⊂)

特に日立拳法作所の四つの｢さわ風シリーズ+でほ,使う人の立場

からの必要性･安全性を分析し,業界で今年初めて,四つのタイプ

の自然の凧をカセット化した｢自然の風力セットさわ風+など凧の

強弱の範囲がI去いもの,また小さな子供がそばに近づくと日動的に

回転を+とめる安全性の高い｢キミ間ストップさわ風▼+の扇風機をとり

そろえた｡自然の凪と変わらない風,自然にない安全な凪が｢さわ

風シリーズ+の共油の特徴である｡

おもな特徴ほ次のとおりである｡

◇卓
_1二

扇

3色さわ凧:D-692

普及タイプの扇風機｡羽根の色がブルー,ライトグリーン,バイ
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オレットと3色あるので,部屋(ヘヤ)のふん囲気に合わせて好きな

色が選べる.=】ワンタッチで風の向きが変わるフリーアングル方式な

ので,ガードを軽く動かすだけで風の向きが上下する｡

◇ス ラ イ ド扇

Sボタンさわ風:H-674

特殊な半導体(正特性サーミスタ)を組み込んであるため,｢S

ボタン+を押すと,毎分500回転の速度が得られる｡500回転の風

速は本体から1m離れたところでわずか1.1m(毎秒)と,意識で

きないくらいの微風である｡睡眠中つけたままでも安心である1｡ま

た,読喜やお化粧の時iこ,物を飛ばすなどの風のじゃまがはいらな

い用途の広い扇風楼である｡

おやすみ回路さわ風:H-656

Sボタンさわ風に風量記憶タイマーを加えたもので,三つの凪が

組み込まれている｡眠りに入るまでにふさわしい風の量を3段階に

分け,タイマーに記憶させたものである｡このタイマーを使用する

と,最初の15分間は中ノッチ(毎分900回転)の夙,次に弱ノッチ

(毎分800回転)の風で20分,最後にSボタンの眠りここちよい凪

が25分と,タイマーをセットしてから1時間後i･こは自動停止する｡

むし暑い夏の夜でも寝つきが早められるタイプである｡

空間ストノブさわ風:H-638

扇風機のガードに人が近づくと,そこに生じるアース容量の変化

が組み込まれた電子回路により検出さカ1,回転を止める安全設計の

扇風機である.｡よちよち歩きの赤ちゃんやいたずら盛りの子供のい

る家庭向きに昨年開発したものである｡ガードの前でも後ろでも手

のひらなら5clll以内,指1本でも2cmリ､内の範囲で回路が働き,

電磁ブレーキが作動して羽根を止める.｡容量変化を検出してから止

まるまでは1秒以内である｡

自然の風力セットさわ風:H-629

自然界の風は弱い風と強い風の問をいったり,きたりする｡これ

こま｢吼の呼吸+と呼ばれて二転り,それゆえに凪がさわやかに,新鮮

こ,涼しく感じるわけである｡山の風･沢の風･海の風･湖の風と

呼吸の違う四つの風を5cm角のカセットi･こ組み込んだ｡カセット

を置き換えるたけで,居ながらにして避暑地の自然の風が四つのタ

イプから選べる世界でも初めての試みである｡

/′

巌壬

回7 日立新形扇風機H-629自然の風力セットさわ風と

さわ凪のカセット部

……編集後記……

金属や合金などの物質が,絶対温度という柾低温の世界で突然電

気抵抗を失い,冷却装置が破壊されるまで永久に電流が流れる物理

的現象を｢超伝導(起電気伝導)+と呼ぶ｡

エネルギー開発史上,画期的な新技術に日立製作所では,昭和37
年以来,着々と試験研究を重ねてきた｡このほどその一環として超

電導磁気しゃへいを利用した新方式の無刷子形超電導交流発電枚の

試作実験に成功した｡｢1kW超電導交流発電磯+では実験結果の詳

細を述べている｡

◎

日立製作所は大容量タービンに欠くことのできない長異につい

て,長巽の効率,振動,強度,低サイクル運転特性など各種条件の

もとで,実物大の蒸気回転試験を推進してきた｡

｢3,600rpm,250,000kW再熱タービン+でほ,3,600rpm故にお

いてわが国で最長33.5in最終段巽を採用した2年室250MW蒸気
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◎
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